
善通寺市文化推進事業
【計画の改善時期】
　　平成 30 年度

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

32 年度

文化遺産総合活用推進事業　実施計画

香川県・善通寺市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本事業については、善通寺市が事務局として全体計画の企画調整、事業の指導等を行う。
主な担当課・・善通寺市教育委員会生涯学習課
役割・・・・・文化芸術振興の指導・調整
事業実施については次の団体が実施する。
善通寺市文化事業推進委員会

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

善通寺市第５次総合計画を踏まえ、市が有する寺院や関連する歴史文化遺産の情報発信と普及啓発を行い、地域住
民および来訪者の理解と関心を高めるとともに、地域活性の資源として有効に活用し、歴史文化次世代継承の土壌
作りや、インバウンドに対応ができる歴史観光資源の形成を行い、文化財を通じた情報発信と交流活動での活用を
目指す。また、地域に根差した郷土芸能の保存・伝承につとめ、用具の整備と後継者の育成事業を実施する。
総合計画終了年度の平成３２年度を目途に情報発信と活用体制の完成を目指す。また、ワークショップや郷土芸能
の公開など文化事業の推進を図り、各文化団体が文化活動の再開及び活性化により自主的な活動が可能となる団体
数を増加させる。

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～ 平成

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

　本事業実施により、市内の文化遺産の情報を景観を壊すことなく正確な情報を広く発信することが可能となり、
地域住民が歴史に触れる機会が増加し、文化財観光の利便性の向上から生まれる地域活性により、市の文化遺産の
状況について満足度の増加が見込まれる。また、あらたなワークショップ等普及啓発の文化イベントを行うことが
可能となり、参加者の地域文化遺産に対する認識が深まり、文化の保護・継承への機運が高まることが想定され
る。
　郷土芸能は技術の後継者となる地域内の市民が、地域の指導者から直接本格的な実技指導を受けることとで、日
本固有の文化、及び地域の文化の素晴らしさを学び伝統を守っていく大切さを体感してもらうとともに、地域で受
け継いできた芸能を正確に後世に継承できることが期待できる。
　また、本事業を主体的に実施する団体は、いずれも高い伝統技術と指導力を保持しているものの、地域に根差し
た任意団体であるため、他からの補助もなく経済的に自立することが困難であったが、芸能の復活と共により効率
的な運営が期待でき、積極的な普及啓発活動が期待できる。
　過年度の事業参加団体においては芸能の指導や用具の修繕が実施されたことで、各団体とも郷土芸能実演時の参
加人数が徐々に増加しているほか、継承者の増加を図るとともに演技の習熟度が毎年高まっているとの報告を受け
ており、郷土芸能の継承活動とともに地域の活性がみこまれる。

目標値：市政策課集計による総合計画成果指標による
（１）文化活動団体数について、文化協会及び過去に文化事業推進委員会に登録し、現在も活動を継続している団
体数で集計する。（平成32年度目標値郷土芸能団体数は活動休止中団体の再開等による増加を図る）
（目標値：平成23年度113団体(内郷土芸能保存団体45団体)　→平成27年度123団体(内郷土芸能保存団体48団体)
　→　平成32年度130団体(内郷土芸能保存団体50団体)）
（２）市の文化遺産の状況についての満足度（市内に住民票の市民を無作為に抽出し電話で
アンケートを実施する。平成27年度実施、次回測定は平成32年度予定）
（目標値：平成27年度29.3％（平成21年度比↓）　→　平成32年度33.0％以上）
（３）今年度文化事業推進委員会に登録している各団体の活動実績（単年）で、
公開時来場者数の測定（各団体実施）（目標値：前年度概数（集計中）より増を目指す）
（４）文化イベント参加者数について、新たに行う普及啓発のワークショップ参加者年間200人を
目指す。（H29年度 0人/年　→　H32年度 200人/年）
（文化イベント総合（総合計画）：平成27年度3,500人/年　→　H32年度4,000人/年）

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

～平成29年度交付決定額： 11,023 千円 平成30年度申請額： 17,779 千円

様式１－１



 12 担当部局

地方公共団体
担当部局課

善通寺市教育委員会生涯学習課

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等



50 団体平成 32 年度目標値１： ⇒【現状値】 平成 23 年度 【目標値】45 団体

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

目標区分１： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分１： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
市内の文化活動団体のうち、文化協会及び文化事業推
進委員会に登録し、現在も活動を継続している郷土芸
能保存団体数

関連事業: ①②

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33

設定根拠１：

80%

年度

団体 49 団体 団体 団体 団体 団体

目標区分２： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分２： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２：
ポータルサイト閲覧数(PV)・アプリダウンロード数
(DL)

関連事業: ③④

平成 32 年度 3000・300 PV・DL

設定根拠２：
情報発信と、普及啓発による地域文化遺産への関心の高まりを、平成30年度より作成するポータ
ルサイトのPV数及びアプリのダウンロード数で測定。

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 29 年度 0・0 PV・DL ⇒ 【目標値】

平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

PV・DL PV・DLPV・DL PV・DL PV・DL PV・DL

様式１－１別紙①



 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①： 善通寺市文化推進事業 実施団体： 善通寺市文化事業推進委員会

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 郷土芸能の保存会団体数の維持・増加

目標値：

～ 平成 32 年度

事業概要：
善通寺市内の文化遺産を活かした地域活性化および地域に継承されてきた伝統文化の保持・継
承を目的として、様々な文化振興事業を実施

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 29 年度

【現状値】 平成 29 年度 49 団体 【目標値】 平成

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 32 年度

団体

0%

団体 団体 団体団体 49 団体

事業②：

32 年度 50 団体

32 年度 平成 33 年度30 年度 平成 31 年度 平成

善通寺市文化推進事業 実施団体： 善通寺市文化事業推進委員会

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 29 年度 平成

⇒

善通寺市内の文化遺産を活かした地域活性化および地域に継承されてきた伝統文化の保持・継
承を目的として、様々な文化振興事業を実施

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 郷土芸能の保存会団体数の維持・増加

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 49 団体 ⇒ 【目標値】 平成 32 年度 50 団体

事業概要：

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

平成 31 年度 平成

団体 49 団体 団体 団体 団体 団体

0%

事業③： 善通寺市文化推進事業 実施団体： 善通寺市文化事業推進委員会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 32 年度

事業概要：
善通寺市内の文化遺産情報を掲載する他言語対応のポータルサイトとブルートゥース仕様アプ
リケーションを作成し、地域住民や観光客に対して情報発信を行い、文化遺産に対する興味の
喚起やインバウンドの対応など、地域の活性化を目指す。

評価指標区分：
・コンテンツダウンロード数（掲載ＨＰや動画共有サイトでの
再生回数等）

（具体的な指標は次のとおり）

32 年度 平成 33

具体的な指標： ホームページ閲覧数（PV）、アプリダウンリード数（DL）

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 0・0 PV・DL ⇒ 【目標値】 平成 32 年度 3000・300 PV・DL

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

PV・DL PV・DL PV・DL PV・DL PV・DL PV・DL

様式１－１別紙②



事業④： 善通寺市文化推進事業 実施団体： 善通寺市文化事業推進委員会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 32 年度

事業概要：
善通寺市内に所在する文化遺産についてワークショップを開催し、国内外の来場者に広く地域
文化の普及啓発を図る。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

32 年度 平成 33

具体的な指標： ホームページ閲覧数（PV）、アプリダウンリード数（DL）

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 0・0 PV・DL ⇒ 【目標値】 平成 32 年度 3000・300 PV・DL

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 年度 平成

PV・DL PV・DL PV・DL PV・DL PV・DL PV・DL

29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成


